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要
旨
お
よ
び
凡
例

一
、 

本
訳
稿
は
清
末
民
国
期
の
学
者
夏
曽
佑
（
一
八
六
三
―
一
九
二
四
）
が
、

光
緒
三
十
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
三
十
二
年
（
一
九
〇
六
）
に
か
け
て
出

版
し
た
『
最
新
中
学
教
科
書　

中
国
歴
史
』
全
三
冊
の
う
ち
、
第
一
冊
・

第
二
冊
部
分
を
全
訳
し
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
全
体
で
は
、

人
類
の
起
源
か
ら
魏
晋
南
北
朝
ま
で
の
歴
史
を
記
述
し
て
い
る
。
夏
氏
は

清
末
中
国
を
席
巻
し
た
「
新
学
」
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
う
な
る
と
本
書

は
今
文
経
学
の
観
点
か
ら
中
国
史
を
綴
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

訳
注
者
は
本
論
集
に
お
い
て
、
古
文
経
学
者
で
あ
る
劉
師
培
著
『
中
国
歴

史
教
科
書
』
訳
注
も
発
表
し
て
お
り
、
以
後
、
各
書
の
訳
注
を
交
互
に
連

載
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
今
回
は
第
一
篇
、
第
一
章
の
第
三
節

「
中
國
種
族
之
原
」、
第
四
節
「
古
今
世
變
之
大
概
」、
第
五
節
「
歷
史
之

益
」
部
分
を
訳
し
た
。

二
、 『
最
新
中
学
教
科
書　

中
国
歴
史
』
の
本
文
は
、
楊
琥
『
夏
曽
佑
集
』
下

巻（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
一
年
）所
収
の
校
点
本
を
底
本
と
し
た
。

三
、 

本
文
と
自
注
と
を
区
別
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
本
文
は
太
字
、
本
文
中

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
著
者
の
自
注
は
小
字
と
し
た
。
ま
た
本
節
か
ら
（
原

注
）
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
見
や
す
さ
を
考
え
て
節
ご
と
に
ま
と
め
た
。

四
、 〔
注
釈
〕
で
は
可
能
な
限
り
本
文
中
の
引
用
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
本
文
お
よ
び
原
注
の
誤
り
や
不
足
に
対
し
て
訂
正
、
補
足
を
行
っ

た
。

五
、 

本
文
及
び
注
中
の
『　

』
は
書
名
を
示
す
が
、
書
名
で
あ
る
か
否
か
の
判

断
が
困
難
な
場
合
、
書
名
に
準
ず
る
も
の
に
も
使
用
し
た
。（　
　

）
は

訳
者
に
よ
る
も
の
で
、
術
語
の
解
説
や
意
味
の
補
足
に
用
い
た
。

六
、  

原
文
の
表
記
に
は
旧
字
体
、
訳
文
・
引
用
文
の
表
記
に
は
、
常
用
漢
字

体
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

最
新
中
學
教
科
書
　
中
國
歷
史    

第
一
冊

第
一
篇 

上
古
史

傳
疑
時
代

第
三
節
　
中
國
種
族
之
原  

　
種
必
有
名
、
而
吾
族
之
名
、
則
至
難
定
、
今
人
相
率
稱
曰
支
那
。
案
支
那
之

夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書
　
中
国
歴
史
』
訳
注
（
二
）
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稱
、
出
於
印
度
、
其
義
猶
邊
地
也
、
此
與
歐
人
之
以
蒙
古
概
吾
種
無
異
、
均
不

得
爲
定
名
。
至
稱
曰
漢
族
、
則
以
始
通
匈
奴
得
名
、
稱
曰
唐
族
、
則
以
始
通
海

道
得
名
、
其
實
皆
朝
名
、
非
國
名
也
。
諸
夏
之
稱
、
差
爲
近
古
、
然
亦
朝
名
、

非
國
名
也
。
惟
『
左
傳
』
襄
公
十
四
年
引
戎
子
駒
支
之
言
曰
、「
我
諸
戎
飲
食

衣
服
、
不
與
華
同
」。
華
非
朝
名
、
或
者
吾
族
之
眞
名
歟
。
至
吾
族
之
所
從
來
、

尤
無
定
論
。
近
人
言
吾
族
從
巴
比
倫
遷
來
、
據
下
文
最
近
西
曆
一
千
八
百
七
十

餘
年
後
、
法
、
德
、
美
各
國
人
、
數
次
在
巴
比
倫
故
墟
掘
地
所
發
見
之
證
據
觀

之
、
則
古
巴
比
倫
人
與
歐
洲
之
文
化
相
去
近
、
而
與
吾
族
之
文
化
相
去
遠
、
恐

非
同
種
也
。
其
古
事
、
附
録
於
後
。

　 

巴
比
倫
有
二
種
語
、
一
南
一
北
、
南
爲
文
言
（the pure language

）、
北

爲
婦
人
之
言
（the w

om
an’ s language

）。
西
元
前
六
千
年
之
塼
文
、
凡
書

十
二
部
。
紀
其
國
之
古
事
、
第
一
部
云
、
無
始
之
時
、
光
明
與
黒
暗
相
戰
、

於
是
有
大
神
出
其
間
、
名
彌
羅
岱
（M

erodach
）。
當
此
之
時
、
又
有
一
龍

底
麥
得
（T

iam
at

）、
與
神
爲
敵
、
神
以
大
力
磔
龍
而
分
之
、
其
首
爲
天
、

尾
爲
地
。
第
十
一
部
言
二
大
神
、
一
名
吉
而
葛
莫
斯
（G

ilgam
es

）、
一
名

衣
本
尼
（E

a-bani

）。
上
帝
造
衣
神
、
本
令
其
殺
吉
神
、
不
料
二
神
結
爲
死

黨
。
二
神
協
力
殺
一
惡
神
、
名
克
母
伯
（K

hum
baba

）、
此
惡
神
本
住
一

奇
怪
杉
樹
之
下
。
又
殺
一
神
牛
、
因
殺
神
牛
、
遂
有
洪
水
之
禍
。
後
衣
神
忽

死
、
而
吉
神
又
患
重
病
、
此
病
惟
一
神
能
醫
之
、
神
住
死
水
之
外
、
名
西
蘇

詩
羅
斯
（X
isuthros

）。
吉
神
往
就
醫
、
從
阿
拉
伯
經
過
一
日
落
之
山
、
此

山
上
本
歸
一
種
怪
人
名
蠍
人
者
保
護
。
海
邊
有
樹
、
以
寶
石
爲
果
。
又
行
四

十
五
日
而
至
死
水
、
死
水
之
中
有
羣
島
、
有
一
島
名
福
島
、
於
此
島
望
見
西

神
、
西
神
始
告
以
造
洪
水
之
故
、
又
以
生
命
樹
一
枝
授
之
。
吉
神
即
擕
樹

歸
巴
比
倫
、
于
路
偶
渇
、
就
泉
而
飲
、
泉
中
有
一
蛇
出
、
竊
其
生
命
樹
、

吉
神
大
哭
而
無
如
何
也
。
又
大
神
彌
羅
岱
、
以
土
造
人
。
第
一
人
曰
愛
特

巴
（A

dapa

）、
偶
因
釣
魚
、
誤
折
南
風
之
翼
。
南
風
訴
之
於
天
、
天
神
愛

牛
（A

nu

）
召
愛
特
巴
而
問
之
。
有
神
名
醫
（E

a

）、
謂
愛
特
巴
曰
、「
愛
牛

神
處
之
物
、
不
可
飲
食
」。
愛
特
巴
遂
不
敢
飲
食
、
於
是
其
子
孫
無
不
死
者

矣
。
蓋
愛
牛
之
飲
食
、
皆
能
使
人
不
死
者
也
。
又
有
神
納
格
爾
（N

ergal

）、

欲
謀
殺
一
女
神
名
愛
來
得
（A

llat

）。
女
神
乃
與
之
商
、
以
地
球
上
之
權
悉

讓
之
、
遂
得
不
死
、
而
女
神
爲
陰
司
之
神
。
又
有
神
名
衣
登
腦
（E

tanna

）、

與
鷹
相
商
、
欲
至
天
至
高
之
處
、
已
過
愛
牛
之
室
、
又
至
一
斯
他
（Istar

）

之
室
、
鷹
力
已
竭
、
遂
棄
於
地
上
。
有
神
司
風
潮
、
名
蘇
（Z

u

）、
竊
彌
羅

岱
定
數
之
簿
、
而
彌
羅
岱
之
權
遂
失
、
久
之
始
得
奪
回
。
巴
比
倫
女
子
可
受

父
母
之
遺
産
。
在
公
庭
、
父
子
平
權
。
奴
隷
亦
有
財
産
與
訟
獄
之
權
。
無
用

刑
訊
之
事
、
又
以
誑
言
爲
重
罪
。
商
法
甚
詳
。
教
育
普
及
。
女
子
亦
講
學
問
。

郵
信
極
多
。
已
知
日
月
食
。
創
十
二
宮
。
休
息
之
日
、
以
度
歳
爲
至
要
、
倍

爾
神
升
座
行
福
故
也
。
人
皆
平
等
自
由
。
供
神
之
物
、
分
爲
二
種
、
有
血
者

肉
類
、
無
血
者
香
酒
等
類
。
税
取
十
分
之
一
以
與
廟
。
商
亦
最
重
、
帝
王
亦

經
商
。
貸
資
有
至
二
十
分
者
、
後
減
至
十
三
分
半
。
以
金
、
銀
、
銅
三
種
條

爲
幣
、
一
金
門
尼
爲
六
十
悉
克
爾

（
一
）

。

（
原
注
）

（
一
）
譯
英
文
『
圖
書
集
成
』
巴
比
倫
古
事
。
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〔
現
代
語
訳
〕

　
種
族
に
は
必
ず
名
称
が
あ
る
が
、
わ
が
民
族
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
極
め
て

定
め
難
い
の
で
、
今
で
は
お
お
む
ね
「
支
那
」
と
称
し
て
い
る
。
思
う
に
支
那

と
い
う
名
称
は
、
イ
ン
ド
に
由
来
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「（
イ
ン
ド
か
ら
見
て
）

辺
境
の
地
」
を
意
味
し
て
い
る

（
１
）

。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
わ
が
種
族
を
蒙
古

（
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
）
と
し
て
概
括
し
て
い
る
の
と
変
わ
り
な
い
。（
支

那
も
蒙
古
も
）
固
定
の
名
称
と
は
い
え
な
い

（
２
）

。
漢
族
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
最
初
匈
奴
を
通
じ
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
唐
族
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
海
や
陸
の
交
易
路
を
通
じ
て
そ
の
名
が
広
ま
っ
た
の
だ
が
、
実
際
は

共
に
王
朝
名
で
あ
っ
て
、
国
名
で
は
な
い
。
諸
夏
の
名
称
は
、
時
代
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
王
朝
名
で
あ
っ
て
、
国
名
で
は
な
い
。
た
だ
『
左
氏
伝
』

襄
公
十
四
年
所
引
の
戎
子
駒く

し支
の
言
で
は
、「
我
が
諸
戎
の
飲
食
・
衣
服
は
、

華
と
は
異
な
っ
て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
華
は
王
朝
名
で
は
な
く
、
も

し
か
す
る
と
わ
が
民
族
の
本
当
の
名
称
か
も
し
れ
な
い
。
わ
が
民
族
の
発
祥
に

つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
定
説
が
な
い
。
最
近
の
学
者
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
（
す
な
わ

ち
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
）
の
地
か
ら
移
っ
て
き
た
と
主
張
し
た
が

（
３
）

、
近
年
一
八
七
〇

年
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
各
国
の
学
者
が
、
幾
度
に
わ

た
り
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
遺
跡
で
発
掘
し
た
成
果
に
よ
れ
ば

（
４
）

、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
近
い
が
、
我
が
民
族
の
文
化
と
は
遠
く
隔
っ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
と
我
々
）
は
同
種
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
に
つ
い
て
は
以
下
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。

　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
は
二
種
の
言
語
が
あ
り
、
そ
れ
は
南
北
に
分
か
れ
、
南
は

文
言
（the pure language

）、
北
は
婦
人
語
（the w

om
an’ s language

）
で

あ
る
（
５
）

。
紀
元
前
六
千
年
の
粘
土
板
に
は
、
全
十
二
部
。
か
の
地
の
古
代
の
出
来

事
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
で
は
、
何
も
な
か
っ
た
時
代
、
光
と
闇
が
戦
い
、
そ
こ
で
大
い
な
る

神
、
マ
ル
ド
ゥ
ク
（M

erodach

）
が
生
ま
れ
た
。
当
時
、
龍
の
姿
を
し
た
テ
ィ

ア
マ
ト
（T

iam
at

）
が
マ
ル
ド
ゥ
ク
と
争
っ
て
い
た
が
、
神
は
そ
の
大
い
な
る

力
で
龍
神
を
倒
し
て
そ
の
遺
体
を
裂
き
、
テ
ィ
ア
マ
ト
の
頭
が
天
、
尾
が
地
と

な
っ
た

（
６
）

。

　
第
十
一
部
は
二
人
の
神
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
（G

ilgam
es

）
と
エ
ン
キ
ド
ゥ

（E
a-bani

）
の
話
で
あ
る
。
天
帝
は
エ
ン
キ
ド
ゥ
を
造
り
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
を

殺
す
よ
う
に
命
じ
た
が
、
二
人
は
な
ん
と
親
友
同
士
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
力
を

合
わ
せ
て
悪
の
神
、
フ
ワ
ワ
（
あ
る
い
は
フ
ン
バ
バ
、K

hum
baba

）
を
殺
し

た
が
、
こ
の
悪
の
神
は
も
と
奇
怪
な
杉
の
樹
の
下
に
住
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
ギ

ル
ガ
メ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ゥ
は
天
の
牡
牛
を
殺
し
た
が
、
そ
れ
を
殺
害
し
た
こ

と
に
よ
り
、
洪
水
の
禍
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
後
に
エ
ン
キ
ド
ゥ
は

（
天
罰
を
受
け
）
急
死
し
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
も
重
い
病
と
な
っ
た
が
、
た
っ
た

一
人
の
神
だ
け
が
そ
れ
を
治
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
神
は
死
の
海
の
外
に
住

み
、
名
を
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
（
あ
る
い
は
ジ
ウ
ス
ト
ラ
、X

isuthros

）

と
い
っ
た
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
彼
を
訪
ね
る
旅
に
出
て
、
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
一
日

後
あ
る
山
に
た
ど
り
着
い
た
が
、
そ
の
山
は
「
サ
ソ
リ
人
間
」
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
海
辺
に
は
宝
石
の
た
わ
わ
に
実
る
樹
が
生
え
て
い
た
。
さ
ら

に
行
く
こ
と
四
十
五
日
に
し
て
死
の
海
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
こ
に
は
多
く
の

島
々
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
島
は
「
幸
福
の
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ギ
ル

ガ
メ
シ
ュ
は
そ
こ
で
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
に
会
っ
た
が
、
そ
こ
で
神
は
洪
水



井
澤　

耕
一 

四

113

の
話
を
し
、
さ
ら
に
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
生
命
の
樹
の
枝
を
授
け
た
。
ギ
ル
ガ
メ

シ
ュ
は
そ
れ
を
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
持
ち
帰
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途
中
の
ど
が
渇

い
た
の
で
泉
で
水
を
飲
ん
で
い
る
と
、
泉
の
中
か
ら
蛇
が
上
が
っ
て
き
て
、
そ

の
樹
を
盗
み
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
号
泣
し
た
が
ど
う
し
よ
う

も
な
か
っ
た

（
７
）

。

　
大
い
な
る
神
、
マ
ル
ド
ゥ
ク
は
粘
土
で
人
を
造
り
、
一
番
目
を
ア
ダ
パ

（A
dapa

）
と
し
た
。
彼
が
た
ま
た
ま
釣
り
を
し
て
い
た
際
、
誤
っ
て
南
風
の

精
の
翼
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
。
風
の
精
は
こ
れ
を
天
に
訴
え
た
た
め
、
天
の
神

ア
ヌ
（A

nu

）
に
呼
び
出
ら
れ
た
。
そ
の
際
エ
ア
（E

a

）
と
い
う
神
が
ア
ダ
パ

に
「
ア
ヌ
が
出
す
も
の
を
決
し
て
口
に
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
申
し
渡
し
た
。
そ

の
た
め
ア
ダ
パ
は
食
べ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
が
、
結
果
そ
の
子
孫
は
不
死
の
者
と

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ア
ヌ
の
出
し
た
食
べ
物
は
、
人
を
不

死
の
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う

（
８
）

。

　
ネ
ル
ガ
ル
（N

ergal

）
は
女
神
ア
ラ
ト
ゥ
（A

llat

）
を
謀
殺
し
よ
う
と
し
た

が
、
女
神
は
和
を
乞
い
、
冥
府
の
支
配
権
を
譲
り
、
か
く
し
て
彼
は
不
死
と
な

り
、
ま
た
女
神
は
冥
界
の
神
と
な
っ
た

（
９
）

。

　
エ
タ
ナ
（E

tanna

）
と
い
う
名
の
神
は
、
鷹
と
謀
っ
て
、
至
高
の
天
に
行

こ
う
と
し
、
ア
ヌ
、
さ
ら
に
は
イ
シ
ュ
タ
ル
（Istar

、
ま
た
は
イ
ナ
ン
ナ
）
の

居
所
ま
で
昇
っ
た
が
、
鷹
が
力
尽
き
地
上
に
墜
落
し
て
し
ま
っ
た）

10
（

。

　
ズ
ー
（Z

u

）
と
い
う
名
の
風
を
司
る
神
が
、
マ
ル
ド
ゥ
ク
の
も
つ
「
天
命

の
書
板
」
を
盗
み
出
し
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
マ
ル
ド
ゥ
ク
の
権
威
は
失
わ
れ

た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
れ
を
取
り
戻
し
た
の
だ
っ
た）

11
（

。

　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
女
性
は
両
親
の
遺
産
を
相
続
で
き
、
法
廷
に
お
い
て
は
、

親
子
は
平
等
で
あ
っ
た
。
奴
隷
も
ま
た
財
産
所
有
と
裁
判
の
権
利
を
有
し
て
い

た
。
拷
問
は
な
さ
れ
ず
、
偽
証
は
重
罪
と
さ
れ
た
。
商
法
は
極
め
て
詳
細
で
、

教
育
も
普
及
し
て
お
り
、
女
子
も
学
問
を
修
め
て
い
た
。
ま
た
通
信
も
発
達
し

て
い
た
。
彼
ら
は
日
食
・
月
食
を
知
っ
て
い
た
し
、
占
星
術
も
創は

じ

め
た
の
で
あ

る
。
休
日
に
つ
い
て
は
、
年
末
年
始
を
重
ん
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
バ
ベ
ル
の

神
が
神
座
に
昇
っ
て
福
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
平
等
で
自
由
で

も
あ
っ
た
。
神
に
捧
げ
る
供
物
は
二
種
類
あ
り
、
血
が
出
る
も
の
は
肉
類
、
血

が
出
な
い
も
の
は
香
酒
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
税
金
の
一
割
は
神
廟
に
納
め
ら

れ
た
。
商
業
が
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
、
帝
王
も
売
買
を
行
っ
た
。
貸
借
に
際
し
て

は
最
大
二
割
の
利
息
が
徴
収
さ
れ
、
の
ち
に
最
大
一
割
三
分
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
金
、
銀
、
銅
三
種
を
貨
幣
と
し
、
一
ム
ナ）

12
（

は
六
十
シ
ュ
ケ
ル
と
等
価
値
で

あ
っ
た

（
一
）

。（
原
注
）

（
一
）
英
語
版
『
図
書
集
）
13
（
成
』
の
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
項
。

〔
注
釈
〕

（
1
） 「
支
那
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
「
秦
」
の
国
名
が
、
周
辺
国
に
宣
伝
さ
れ
、C

ina

、Sin

、

T
hinn

な
ど
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
漢
訳
仏
典
に
お
い
て
「
支
那
」
や
「
脂
那
」

と
訳
さ
れ
て
、
中
国
に
逆
輸
入
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

こ
の
種
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
二
節
の
注
（
3
）
に
お
い
て
既
述
。

（
3
） 
本
文
中
の
「
最
近
の
学
者
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
英
国
の
東
洋
学
者
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
テ
リ
ア
ン
・
ド
・
ラ
ク
ペ
リ
（A

lbert É
tienne 

Jean-B
aptiste Terrien de L

acouperie　

一
八
四
五
―
九
四
）
を
指
す
。
彼
は
そ
の
著
『
中
国

上
古
文
明
の
西
方
起
源
（W

estern origin of the early C
hinese civilisation from

 2 ,300  B
. C

. 



夏
曽
佑
『
最
新
中
学
教
科
書　

中
国
歴
史
』
訳
注
（
二
） 

五

112

to 200  A
. D

.

）』
に
お
い
て
、
漢
民
族
及
び
中
華
文
明
が
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
起
源
を
発
し
た

と
主
張
し
て
い
る
。

（
4
） 
一
八
七
〇
年
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
が
ト
ロ
イ
遺
跡 （
イ
リ
オ
ス
）
の
発
掘
を
開
始
し
て

か
ら
の
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
関
す
る
主
な
考
古
学
的
調
査
は
、
例
え
ば
、
一
八
八
七
年
、

ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
調
査
隊
が 

シ
ュ
メ
ル
の
都
市
遺
跡
で
あ
る
ニ
ッ
プ
ル
を

発
掘
し
、
大
量
の
粘
土
板
が
発
掘
さ
れ
た
、
ま
た
一
八
九
九
年
、 

ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ル
デ
ヴ
ァ
イ

ら
ド
イ
ツ
考
古
学
隊
が
バ
ビ
ロ
ン
の
本
格
的
な
調
査
を
行
っ
た
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
5
）
南
の
言
語
は
「
楔
形
文
字
」
で
知
ら
れ
る
「
シ
ュ
メ
ー
ル
語
」、
北
の
言
葉
は
「
ア
ッ
カ
ド
語
」

を
指
す
か
。

（
6
）
以
上
の
記
述
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
創
世
神
話
で
あ
る
『
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
』
に
拠
っ
て
い
る

以
下
、
岡
田
明
子
ほ
か
『
シ
ュ
メ
ル
神
話
の
世
界
―
粘
土
板
に
刻
ま
れ
た
最
古
の
ロ
マ
ン
』

中
公
新
書
、
二
〇
〇
八
年
、
Ｔ
ｈ
・
Ｈ
・
ガ
ス
タ
ー
『
世
界
最
古
の
物
語
―
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・

ハ
ッ
テ
ィ
・
カ
ナ
ア
ン
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
七
年
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
7
）
以
上
の
記
述
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
英
雄
譚
で
あ
る
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
拠
っ
て
い
る
。

（
8
）
以
上
の
記
述
は
『
ア
ダ
パ
の
物
語
』、
本
神
話
は
旧
約
聖
書
『
創
世
記
』
に
記
さ
れ
た
「
ア
ダ

ム
と
エ
バ
」
に
相
似
し
て
い
る
、
に
拠
っ
て
い
る
。

（
9
）
以
上
の
記
述
は
『
ネ
ル
ガ
ル
と
エ
レ
シ
ュ
キ
ガ
ル
』
に
拠
っ
て
い
る
。
本
文
中
の
「
ア
ラ
ト
ゥ
」

は
エ
レ
シ
ュ
キ
ガ
ル
の
ア
ッ
カ
ド
語
名
で
あ
る
。

（
10
）
本
文
で
は
「
鷹
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
神
話
に
お
い
て
エ
タ
ナ
を
背
に
載
せ
た
の
は
鷲
で
あ
る
。

（
11
）
本
文
で
は
「
天
命
の
書
板
」
の
所
有
者
を
マ
ル
ド
ゥ
ク
と
し
て
い
る
が
、
神
話
で
は
最
高
神
エ

ン
リ
ル
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
）
旧
約
聖
書
『
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
』
四
十
五
章
十
二
で
は
「
マ
ネ
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
）
本
書
は
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
』
を
指
す
か
。

第
四
節
　
古
今
世
變
之
大
概  

　

中
國
之
史
、
可
分
爲
三
大
期
。
自
草
昧
以
至
周
末
、
爲
上
古
之
世
、
自
秦
至

唐
、
爲
中
古
之
世
、
自
宋
至
今
、
爲
近
古
之
世
。
若
再
區
分
之
、
求
與
世
運
密

合
、
則
上
古
之
世
、
可
分
爲
二
期
。
由
開
闢
至
周
初
、
爲
傳
疑
之
期
、
因
此
期

之
事
、
並
無
信
史
、
均
從
羣
經
與
諸
子
中
見
之
、
經
、
史
、
子
之
如
何
分
別
、
後

詳
之
。
往
往
寓
言
、
實
事
、
兩
不
可
分
、
讀
者
各
信
其
所
習
慣
而
已
、
故
謂
之

傳
疑
期
。
由
周
中
葉
至
戰
國
爲
化
成
之
期
、
因
中
國
之
文
化
、
在
此
期
造
成
、

此
期
之
學
問
、
逹
中
國
之
極
端
、
後
人
不
過
實
行
其
諸
派
中
之
一
分
、
以
各
蒙

其
利
害
、
故
謂
之
化
成
期
。
中
古
之
世
、
可
分
爲
三
期
。
由
秦
至
三
國
、
爲
極

盛
之
期
。
此
時
中
國
人
材
極
盛
、
國
勢
極
彊
、
凡
其
兵
事
、
皆
同
種
相
戰
、
而

別
種
人
則
稽
顙
于
闕
廷
。
此
由
實
行
第
二
期
人
之
理
想
而
得
其
良
果
者
、
故
謂

之
極
盛
期
。
由
晉
至
隋
、
爲
中
衰
之
期
、
此
時
外
族
侵
入
、
握
其
政
權
、
而
宗

教
亦
大
受
外
教
之
變
化
、
故
謂
之
中
衰
期
。
唐
室
一
代
、
爲
復
盛
之
期
、
此
期

國
力
之
彊
、
略
與
漢
等
、
而
風
俗
不
逮
、
然
已
勝
於
其
後
矣
、
故
謂
之
復
盛

期
。
近
古
之
世
、
可
分
爲
二
期
。
五
季
、
宋
、
元
、
明
爲
退
化
之
期
、
因
此
期

中
、
學
殖
荒
蕪
、
風
俗
凌
替
、
兵
力
、
財
力
遂
漸
摧
頽
、
漸
有
不
能
獨
立
之
象
。

此
由
附
會
第
二
期
人
之
理
想
、
而
得
其
惡
果
者
、
故
謂
之
退
化
期
。
國
朝
二
百

六
十
一
年
爲
更
化
之
期
、
此
期
前
半
、
學
問
、
政
治
集
秦
以
來
之
大
成
、
後
半

世
局
人
心
、
開
秦
以
來
所
未
有
。
此
蓋
處
秦
人
成
局
之
已
窮
、
而
將
轉
入
他
局

者
、
故
謂
之
更
化
期
。
此
中
國
歷
史
之
大
略
也
。

〔
現
代
語
訳
〕

　
中
国
史
は
、
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
開
の
時
代
か
ら
周
末
ま
で

が
上
古
、
秦
か
ら
唐
ま
で
が
中
古
、
北
宋
か
ら
現
在
ま
で
が
近
古
で
あ
る
。

　
よ
り
細
分
し
て
、
時
代
の
流
れ
と
密
接
に
合
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

上
古
は
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。
開
闢
か
ら
西
周
初
ま
で
が
「
伝
疑
」
期
で
あ
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耕
一 
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る
。
こ
の
時
代
の
出
来
事
は
、
信
頼
す
べ
き
歴
史
が
無
く
、
経
書
や
諸
子
よ
り

そ
れ
が
見
い
出
さ
れ
る
が
、
経
、
史
、
子
が
い
か
に
区
分
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
後

で
詳
述
す
る
。
寓
言
と
史
実
を
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
読
者
は
各
々
の

志
向
に
よ
っ
て
歴
史
を
認
識
し
た
、
そ
の
た
め
こ
の
時
代
を
「
伝
疑
」
と
い

う
。
周
の
中
葉
か
ら
戦
国
ま
で
が
「
化
成
」
期
で
あ
り
、
中
国
の
文
化
は
こ
の

時
代
に
生
み
出
さ
れ
、
学
問
も
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
絶
頂
期
に
到
達
し
た
と

は
い
え
、
後
世
の
人
々
は
そ
の
諸
派
中
の
一
部
分
を
実
行
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ

れ
に
よ
り
各
々
が
そ
の
利
害
を
蒙
っ
た
、
そ
の
た
め
こ
の
時
代
を
「
化
成
」
と

い
う
。
中
古
は
、
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
秦
か
ら
三
国
ま
で
が
、「
極

盛
」
期
で
あ
る
。
当
時
中
国
の
人
材
は
極
め
て
豊
富
で
、
国
勢
は
最
も
盛
ん
で

あ
っ
た
、
戦
争
に
お
い
て
同
種
族
が
戦
い
、
別
の
種
族
の
人
々
は
朝
廷
に
服
属

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
人
々
の
理
想
が
実
行
さ
れ
素
晴
ら
し
い
成
果
を

得
ら
れ
た
、
そ
の
た
め
こ
の
時
代
を
「
極
盛
」
と
い
う
。
晋
か
ら
隋
ま
で
が
「
中

衰
」
期
で
あ
る
。
当
時
外
国
の
異
民
族
が
侵
入
し
、
政
権
を
掌
握
し
、
ま
た
宗

教
も
外
国
の
宗
教
の
変
化
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
そ
の
た
め
こ
の
時
代
を
「
中

衰
」
と
い
う
。
唐
代
は
「
復
盛
」
期
で
あ
り
、
当
時
の
国
力
の
強
さ
は
、
ほ
ぼ

漢
と
同
等
で
あ
っ
た
が
、
風
俗
に
つ
い
て
は
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
後
世
に

は
勝
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
時
代
を
「
復
盛
」
と
い
う
。
近
古
は
二
期
に
分
け

ら
れ
る
。
五
代
、
宋
、
元
、
明
は
「
退
化
」
期
で
あ
る
。
当
時
学
識
は
荒
れ
果

て
、
風
俗
は
衰
亡
し
、
軍
事
力
、
財
力
と
も
徐
々
に
低
下
し
、
次
第
に
国
家
と

し
て
屹
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
人
々
の
理

想
を
無
理
に
付
会
し
た
た
め
結
局
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
そ
の
た
め
こ
の

時
代
を
「
退
化
」
と
い
う
。
本
朝
（
清
朝
）
二
百
六
十
一
年
間

（
１
）

が
「
更
化
」
期

で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
前
半
は
、
学
問
と
政
治
が
秦
以
来
よ
う
や
く
集
大
成
さ

れ
、
後
半
の
世
界
情
勢
や
人
心
は
、
秦
以
来
未
曾
有
の
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
お
そ
ら
く
秦
代
に
成
立
し
た
時
代
の
局
面
が
す
で
に
行
き
詰
ま
り
、
他
の
局

面
に
移
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
た
め
こ
の
時
代
を
「
更
化
」

と
い
う
。
以
上
が
中
国
史
の
大
ま
か
な
概
略
で
あ
る
。

〔
注
釈
〕

（
１
） 

本
文
の
年
数
は
、
清
朝
の
北
京
遷
都
（
一
六
四
四
年
）
か
ら
『
最
新
中
学
教
科
書　

中
国
歴

史
』
第
一
冊
刊
行
（
一
九
〇
四
）
ま
で
を
指
し
て
い
る
。

第
五
節
　
歷
史
之
益  

讀
我
國
六
千
年
之
國
史
、
有
令
人
悲
喜
無
端
、
俯
仰
自
失
者
。
讀
上
古
之
史
、

則
見
至
高
深
之
理
想
、
如
大
『
易
』
然
。
至
完
密
之
政
治
、
如
『
周
禮
』
然
。
至

純
粹
之
倫
理
、
如
孔
教
然
。
燦
然
大
備
、
較
之
埃
及
、
迦
勒
底
、
印
度
、
希
臘
、

無
有
愧
色
。
讀
中
古
之
史
、
則
見
國
力
盛
彊
、
逐
漸
用
兵
、
合
閩
、
粤
、
滇
、

黔
、
越
南
諸
地
爲
一
國
、
北
絶
大
漠
、
西
至
帕
米
爾
高
原
、
裒
然
爲
亞
洲
之
主

腦
、
羅
馬
、
匈
奴
之
盛
、
殆
可
庶
幾
、
此
思
之
令
人
色
喜
自
壯
者
也
。
洎
乎
讀

近
今
之
史
、
則
五
代
之
間
、
我
之
傭
販
、
皂
隷
、
與
沙
陀
、
契
丹
、
狂
噬
交
捽
、

衣
冠
塗
炭
、
文
物
掃
地
、
種
之
不
滅
者
幾
希
。
趙
宋
建
國
、
稍
稍
稱
治
、
然
元

氣
摧
傷
、
不
可
猝
起
、
而
醫
國
者
又
非
其
人
。
自
此
以
還
、
對
外
則
主
優
柔
、

對
内
則
主
壓
制
、
士
不
讀
書
、
兵
不
用
命
、
名
實
相
反
、
主
客
易
位
、
天
下
愁

歎
、
而
不
知
所
自
始
、
其
將
蹈
埃
及
、
印
度
之
覆
轍
乎
。
此
又
令
人
悵
然
自
失

者
矣
。
雖
然
、
及
觀
國
朝
二
百
餘
年
間
、
衟
光
以
前
、
政
治
、
風
俗
雖
仍
宋
明
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之
舊
、
而
學
問
則
已
離
去
宋
明
、
而
與
漢
唐
相
合
、衟
光
以
後
、
與
天
下
相
見
、

數
十
年
来
、
乃
駸
駸
有
戦
國
之
勢
。
於
是
識
者
知
其
運
之
將
轉
矣
、
又
未
始
無

無
窮
之
望
也
。
夫
讀
史
之
人
、
必
悉
其
史
中
所
陳
、
引
歸
身
受
、
而
後
讀
史
乃

有
益
、
其
大
概
如
此
。

〔
現
代
語
訳
〕

　
我
が
国
六
千
年
の
歴
史
を
読
む
と
、
悲
喜
が
限
り
な
く
、
茫
然
自
失
し
て
し

ま
う
。
上
古
の
歴
史
を
読
む
際
、
最
も
高
く
深
い
理
想
、
例
え
ば
大
『
易
』
が
そ

う
で
あ
る
。
極
め
て
完
成
さ
れ
た
政
治
、
た
と
え
ば
『
周
礼
』
が
そ
う
で
あ
る
。
最

も
純
粋
な
倫
理
　
例
え
ば
孔
子
の
教
え
が
そ
う
で
あ
る
。
が
燦
然
と
し
て
大
い
に

完
備
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
、
カ
ル
デ
ィ
ア
、
イ
ン
ド
、
ギ
リ

シ
ア
と
比
べ
て
も
遜
色
が
無
か
っ
た
。
中
古
の
歴
史
を
読
む
際
、
当
時
国
力
は

強
大
で
、
次
第
に
戦
争
を
起
す
よ
う
に
な
り
、
閩
（
福
建
）、
粤
（
広
東
）、
滇て

ん

（
雲
南
）、
黔き
ん

（
貴
州
）、
ベ
ト
ナ
ム
の
諸
地
域
を
一
国
と
し
、
北
は
大
砂
漠
、

西
は
パ
ミ
ー
ル
高
原
に
達
し
、
そ
れ
ら
が
一
つ
に
な
っ
て
ア
ジ
ア
の
中
心
と

な
っ
た
。
ロ
ー
マ
、
匈
奴
の
盛
大
さ
と
比
べ
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ

で
そ
れ
を
思
う
と
、
う
れ
し
く
て
意
気
盛
ん
と
な
る
。
近
現
代
史
を
読
む
と
、

五
代
に
お
い
て
は
、
我
国
に
お
い
て
下
位
の
者
た
ち
が
沙
陀
、
契
丹
な
ど
の
異

民
族
と
猛
り
狂
い
な
が
ら
矛
を
交
え
て
、
衣
冠
は
泥
や
火
に
ま
み
れ
、
文
物
は

一
掃
さ
れ
、
種
族
の
う
ち
滅
亡
し
な
い
者
は
ほ
ぼ
稀
と
な
っ
た
。
趙
宋
が
建
て

ら
れ
る
と
、
よ
う
や
く
「
治
世
」
と
称
さ
れ
た
が
、
国
の
活
力
が
損
な
わ
れ
、

に
わ
か
に
立
ち
上
が
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
国
政
を
改
め
よ
う
と
す
る
者
は

批
判
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
対
外
的
に
は
優
柔
を
、
対
内
的

に
は
圧
制
を
重
ん
じ
た
。
そ
の
た
め
士
は
書
を
読
ま
ず
、
軍
は
統
制
が
取
れ

ず
、
名
と
実
と
が
相
い
反
し
、
主
と
客
と
が
入
れ
替
わ
り
、
天
下
の
愁
い
や
嘆

き
が
、
ど
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
ま
さ
に
（
英
国
の
植
民
地
と

な
っ
た
）
エ
ジ
プ
ト
や
イ
ン
ド
の
轍
を
踏
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
（
私
は
）
悵
然
自
失
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
は
い
っ

て
も
国
朝
の
二
百
年
間
余
り
、
道
光
（
ア
ヘ
ン
戦
争
時
期
）
以
前
、
政
治
、
風

俗
は
宋
明
の
旧
き
を
継
承
し
て
い
た
が
、
学
問
に
つ
い
て
は
す
で
に
宋
明
か
ら

遠
く
離
れ
、
逆
に
漢
唐
と
合
致
し
た
。
道
光
以
後
、
天
下
の
情
勢
を
見
て
み
る

と
、
こ
こ
数
十
年
来
、
時
を
置
か
ず
に
戦
国
の
世
に
な
っ
て
し
ま
う
気
配
が
あ

る
。
こ
こ
で
私
は
時
運
が
ま
も
な
く
転
じ
、
無
窮
の
希
望
を
持
て
る
こ
と
を
理

解
す
る
。
そ
も
そ
も
史
書
を
読
む
人
は
、
史
書
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
究

め
尽
く
し
、
そ
れ
を
体
得
す
る
な
ら
ば
、
史
書
を
読
む
こ
と
は
有
益
と
な
ろ

う
。
歴
史
を
学
ぶ
意
義
と
は
以
上
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。

〔
訳
注
者
後
記
〕
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